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POWER INTEGRATIONS の製品マーケティング マネージャの EDWARD ONG は IEC 62368-1 の最新の安
全規格に準拠しながら、いかに待機時の損失を削減しているかを述べる

IEC 62368-1 に準拠、待機時消費電力を削減

A
R

T
I

C
L

E



2         www.power.com

IEC 62368-1 に準拠、待機時消費電力を削減

メーカー各社は、現在、エネルギー効率改善の問題に悩まされており、システムが待機時 (無負荷時) 
のシステム損失を削減するための対策を打ち出すことが重要な検討事項となっています。テレビ、コン
ピュータから、電子レンジ オーブン、冷蔵庫やエアコン システム、プリンターに至るまでの各種機器に
おいて、デバイスでは操作と操作の間の待機中にミリワット単位でエネルギーを節約する必要があり
ます。

非常に大きな待機電力が電源において消費されています。特に EMI フィルタの回路部分で多く消費さ
れています。一つの例は、Xコンデンサに配置されている安全放電抵抗が消費する電力です。また、電力
の損失に関わっているのが、フィードバック抵抗回路などの高電圧の抵抗分割回路です。これらの回路は
待機モードでも動作するため、待機電力に対してこれら回路の影響は重要になっています。

この影響を計算する一つの例として、1 MΩ 放電抵抗を考慮します。230 VAC RMS が回路に印加する
と、その損失は、その抵抗全体の RMS 電圧の 2 乗を抵抗値で割った値と等しくなります (この場合
は、53 mW)。これは、たとえば、90 W のノートブック型コンピュータなどでは一般的なシナリオで
す。200 W の電源では、さらに大きな X コンデンサが必要となり、損失は、最大 125 mW 程度まで上
昇することがあります。

このような待機時の損失を防ぐための標準的な回路技術のなかには、ネットワークをオフラインにする電
子制御スイッチを用いて待機モード中にパスを開放するという方法があります。Power Integrations が販
売する CapZero-2 の 2 端子 X コンデンサ放電 IC などの IC を用いてこの機能を実行することができま
す。これらのデバイスの定格は、1 kV であり、サージ電圧に容易に耐えることができます。CapZero-2 X コ
ンデンサ放電 IC は、家電製品の 200W 電源など旧来の設計に対しても設計や改良を加えることができ
ます。スタンドアロンのデバイスなので、電源の放電抵抗と直列に接続するだけのシンプルな接続で済み、
放電抵抗における損失は直ちに削減されます。CapZero-2 IC は、すでに安全認証済みであるため、認証フ
ァイルが更新されることで、より大きなX コンデンサの値が使用可能となります。

A C  電 圧 の 印 加 時 に 、X  コ ン デ ン サ 安 全 放 電 抵 抗 へ の 電 流 が 遮 断 さ れ 、電 力 損 失
は、230 V AC で 5 mW 未満に減少します。AC 電圧が切断されると、直列放電抵抗に接続することに
よって X コンデンサを自動的に放電します。この動作により X コンデンサを自由に選択できるので、消
費電力はそのままで、ディファレンシャルモード EMI フィルタの最適化と、インダクタ コストの削減が可
能になります。このデバイスを使用して設計する際、必要な時定数を実現するために使用する X コンデ
ンサの値から、適切な外付け抵抗の値を選択するだけです。

安全性のテスト

いくら厳しい状況にあっても、X コンデンサ放電 IC は堅牢で安定したデバイスであるため、故障しませ
ん。これはIEC 委員会が IEC 62368-1 の安全規格を策定した際、これらのXコンデンサも含めて安全認
証に対する適切な試験を実施するように計らったためです。 

この認定は必須基準ではあるものの、X コンデンサ放電機能を内蔵したフライバック コントローラを使
用するなどの一部の設計技術を用いてこの認定を取得することは、容易ではありません。なぜなら、設



                                                                                                                3www.power.com

IEC 62368-1 に準拠、待機時消費電力を削減

計者は複雑な放電経路を使用せざるを得なくなります。この規格試験では、単一の異常時においても放
電機能を起動させる必要があります。そのため、多くの異なる部品を通過して放電する場合、これらの部
品のいずれか 1 つでも故障すると、放電が安全に行われないため、システムの信頼性に悪影響が及び
ます。 

CapZero-2 IC は、デバイスが異常時においても放電を許容するため、この問題を解決します。このデバ
イスは、厳格な 8 KV 入力サージにおいてもクリアしており、デバイスは複数ピンを使用した冗長性を
備えて設計されているため、ピンの開放または短絡時においても X コンデンサのエネルギーに対して引
き続き安全な放電を行います。これにより、電源が IEC 62368-1 に準拠しています。IEC 62368-1 は、エ
ネルギーを使 用する機 器の幅 広いセグメントを網羅する包括的な安 全規 格であり、I T  機 器
の IEC 60950、テレビ、ビデオ、オーディオ機器の IEC 60065 に代わるものです。昨年、IEC 62368-
1 の安全規格が、承認及び施行され、2019 年には義務基準となります。

規格をクリアするための試験項目のなかには、120 時間の高湿度テストが含まれています。これ
は、+40 ˚C、相対湿度が 93% の状態で実施されます。その他のテストには、100回 の正インパルスと 
100回 の負インパルスという厳しい入力サージ印加試験も含まれます。これらのテストは、最大容量のコ
ンデンサ及び最小抵抗の抵抗を使用して入力とニュートラルの間で実施され、その後メーカーが推奨す
る最小容量のコンデンサと最大抵抗の抵抗を使用して繰り返します。2 つのインパルスの印加時間
は 1 秒以上です。次に、2 分 30 秒間、AC 定格電圧の110% が印加され、電源のオン・オフ試験を 1 万
サイクル行います。さらに、最小容量のコンデンサと最大抵抗の抵抗を使用してテストし、その後メーカ
ーが推奨する最小容量のコンデンサと最大抵抗の抵抗を使用して繰り返します。電源のオン及びオフの
サイクル時間は、1 秒以上です。

概要

弊社の新しい CapZero-2 IC をご利用いただければ、電源装置の設計者は、あらゆる X コンデンサ放
電 IC を使用するアプリケーションの一部に対応が可能になります。そのため、設計の柔軟性が上がり、
量産までの開発期間が短縮され、かつ、デバイスを適格とするために必要なリソースが減りま
す。CapZero-2 デバイスは CB 及び Nemko 要件に対して安全性が認定されており、設計者は電源
に X コンデンサ放電回路の個別の安全性テストを実施する必要がありません。
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